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【資料紹介】
牽牛子塚古墳の夾紵棺片
―植田兼司氏採集遺物―

植田兼司・福庭万里子

1 ．はじめに

　奈良県高市郡明日香村に所在する牽牛子塚古墳 1）は、大正12年（1923） 3 月に史跡として指定
された。内部中央に造られた壁を仕切りに東西で 2室の石室を持つ古墳であり、その石室は一つ
の巨大な凝灰岩を刳り抜いて作られたものとなる。石室内及び墳丘周辺からは、 2棺分にあたる
夾紵棺の破片が発見されている。牽牛子塚古墳の調査に関しては、大正 3年（1914）に阪合村役
場による保存工事に伴う調査が初めとなる。その後、昭和52年（1977）に網干善教先生を中心に
関西大学文学部考古学研究室が、史跡環境整備事業に伴う事前調査としての発掘調査に参加した。
この調査の際に、夾紵棺片、七宝亀甲形座金具・金銅製八花文座金具・金銅製六花文座金具・金
銅製円形座金具などの棺金具、鉄製品などが出土した。このうち、夾紵棺に関しては米田文孝先
生によって復原を含めた報告がなされている2）。
　牽牛子塚古墳の夾紵棺は全て大小の破片であったことから、現在各機関や個人によって分蔵さ
れている3）。この度、植田兼司氏から関西大学博物館へ夾紵棺片数点が寄託される運びとなった。
その資料紹介をする機会をいただいたので、以下に紹介したい。
　まず、紹介する夾紵棺片の採集・寄託の経緯を中心に、 2章を植田氏にご執筆いただいた。

2 ．牽牛子塚古墳発見の夾紵棺片について

　筆者（植田兼司）もまた明日香村の高松塚壁画発見を機に考古学に傾倒することになった、高
松塚の落し子のひとりである。発見の昭和47年（1972）当時、筆者は 9歳であった。発見の報道
があった直後に発掘現場に押しかけた。石槨にとどくだろう発掘の墓道は半ば埋め戻され、関係
者の「石室は埋め戻しましたので壁画は見ることが出来ません」という声だけが今も心の中に響
いて残っている。世間はその後、明日香村や考古学の空前の大ブームをおこして誰もが古代とい
うロマンに心を傾けたのだった。当然のことながら筆者もこの波にのみ込まれて古代関係の本を
読みあさり、遺跡を訪れたり、博物館の見学に明け暮れた。もちろん明日香村の諸遺跡は第一の
聖地であり最も頻繁に訪れた所である。
　こんな遺跡来訪をしているうちに昭和49年（1974）のことである。12月の末に近い頃、筆者は
母親と牽牛子塚を訪れて壊れた鉄の扉から石槨の中にもぐり込んで遊んでいた。石槨から出よう
とした時、石槨の凝灰岩と扉石である石英安山岩のすき間にコルク製の板片のようなものが落ち
































